
素材

◆設営・撤去を簡単・短時間で出来ることを最優先に設計された簡易仮設
テントです。常設使用はおやめください。

◆強風、豪雨、豪雪、台風接近時など悪天候が予想される場合には使用し
ないでください。

◆設営・撤収作業は大人 2 人以上で行なってください。
◆設営・撤去作業時は安全のため必ず手袋をしてください。
◆ロックやスライドする部分で手や指等を挟まないようご注意ください。
◆設営後はベルトなどを使用し、しっかり固定してください。 ◆天幕が濡れている場合は乾かしてから、保管してください。

◆車内に長時間保管しないでください。

◆テントに火気や高熱の物を近づけないでください。
◆急な大雨や降雪の場合、天幕に雨水及び雪が溜まらないようにご注意ください。
　溜まった際はすぐに取り除き、張りを調整してください。
◆夜間など長時間離れる際は、必ずたたんで安全な場所に保管してください。



フレーム後方から天幕を被せ、
天幕内側のポケットにくの字バーの先端を入れます。
※この時点で前方に天幕は被せません。

④フレームに天幕を取り付ける。 ⑤ケダーを天幕に取り付ける。 ⑥フレーム前方に天幕を取り付ける。

分割されたケダーレールを接続します。
天幕後方のロープ部分にケダーレールを挿し込み
スライドさせ両端をノブボルトで固定します。
　 固定が不十分な場合は風で飛ばされる可能性があります。

前方に天幕を被せる。

⑦天幕をフレームに固定する。 ⑧脚を上げる。 ⑨本体とフェインスを固定する。

天幕内部のベルクロとバックルベルトで、天幕とフレームを
固定します。
　 固定が不十分な場合は風で飛ばされる可能性があります。

ベースプレートを足で押さえ、高さ調整ブラケット
のピンを引きインナーポールを引き出します。
※高さ調整する際は、必ず図のように片側サイド
　2 本ずつ上げてください。

付属のラッシングベルト等でフェンスや
ガードパイプにしっかりと固定します。
※各脚 4 箇所の固定が理想ですが、難しい場合は
　少なくとも前方 2 箇所は固定をお願いします。

2 名で対面になり、支柱を肩幅まで広げます。
クロスバー下部を持ち、ゆっくりと後ろに
下がりながらフレームを上に上げるように拡げます。

スライダーブラケットを上方へ持ち上げ、支柱ロック穴に
ブラケットのピンを入れます。ロックピンが入る際は「パチン」
と音が鳴ります。4 箇所ロックされていることを確認ください。

くの字バーを内側に折り曲げ、ノブボルトで締め
ます。（4 箇所）

①フレームを拡げる。 ②支柱をロックする。 ③くの字バーを固定する。

くの字バー

設営時の逆の手順で行います。



設営時の逆の手順で行います。

①分割パーツを結合する。 ②前側スライダーブラケットを
　上げる。（2箇所）

トルクスレンチ（T 型）

トルクスレンチ (L 型 )
ビーム（短）×3

分割ビーム（長）×2

分割テーブル ×2

③スライダーブラケット（下）にテーブル両端を
   嵌める。

⑤スライダ－ブラケット（上）にロングビーム
　両端をを嵌める。

④テーブルにショートビームを結合し
　レンチでロックする。（3 箇所）

⑥ショートビームとロングビームをトルクスレンチでロックする。（3 箇所）⑥ショートビーム上部にロングビームを嵌める。



①分割ビームを結合する。 ②後面腰下幕の袋部にビームを差し込む。

分割ビーム（長）×2

前面幕

後面腰下幕

後面腰上幕

側面幕

③前面幕を天幕のベルクロ部に合わせ結合し
　左右のベルトでフレームと固定する。

⑤後面腰下横幕を後脚のブラケットに結合し左右の
　ファスナーで側面幕と固定する。

④側面幕を天幕のベルクロ部に合わせ結合し
　左右のベルトでフレームと固定する。（2 箇所）

⑦完成
⑥後面腰上幕を天幕のベルクロ部に合わせ結合し
　左右のファスナーでフレームと固定する。

設営時の逆の手順で行います。


